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山日縣西南部三僅系の層序學的研究

The Stratigraphy of the Triassic System 

in the southwestern part of Yamaguchi Prefecture 

長 谷 晃 (A. HA s E) 

（昭和 23年 3月 23日受理）
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ヽ`

I 序

山口縣の西南部美禰・厚狭雨郡には大嶺・埴生の無煙炭として古くから知られ，且
t 不アサ オホ tネ，、プ

又，日本の含化石上中部三畳系の標準的嶺逹地として古植物學上からも・層序學上か

らも多くの研究のなされてゐる地層群がある。筆者はその綿密な化石層序學的研究

を賓施し，殊に所謂秋吉造山運動後の地盤の動揺の多い，従って相の水平的並に垂直

的愛化も著しく，陸成と海成の地層の交錯する様な複雑な堆積環境の堆積物で，而も

その環境に影響される事の多い二枚貝類を多産し，年代學的に債値ある菊石類等を産

出しない地域においては，西欧その他に骰逹する典型的な海成層の化石層序學とは自

ら異なる方法が取られるべきである事を考へ，それらの解決について攻究を試み始め

たのであるが，化石の研究はまだ殆んど了してゐないから，此慮では唯今日迄に知り得

た層序について報告し，併せて今後の研究への出骰としたいと思ふ。

尚本稿を草するに営り野外に室内に多くの御指導御鞭撻を賜つた常敦室の今野圃

蔵•松本逹郎雨教授•松下久逍・鳥山隆三雨助敦授館に幾多の諸先輩の業績に深い戚謝

を捧げる次第である。

II 地 ， 質 構 造の概観

本地方に悛逹する三畳系は之を北から大嶺園・厚保犀・厚狭厘の隣接した三属に分
ァッ

つ事が出来，各々の境界は大規模な構造線を以つて境＄れ，各匪共南～東に古く上述
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構造線の糎く（各園の上部）では複雑な複向斜構造を取ってゐる。

先づ大嶺属と云ふのは美禰郡大嶺町・豊浦郡豊田下村を中心とする地域で，その東

は古生界常森層群と西は豊岳千枚岩類と同じく大構造線を以つて境される。後者と

の境界構造線に近い上部に於て（麻生層）三甍系は北北東方向に軸をもつ（軸自身も

うねつてゐるが）南々西に開いた向斜半盆欣構造をなし，略走向北々東ー南々西， 30度

内外の傾斜で漸次東南に古くなり，常森層群と接するのであるが，その境界は原初の

不整合に沿つて前述の大きな衝動が起つてゐる。此慮ではこの地方に骰逹する三擾

系の上半部（平原層まで）しか表はれてゐない。

大嶺犀三盤系は厚保属のもの（美禰郡東及西厚保村を中心とする）と所謂伊佐一杉

原構造線と稲せられる地層の一般方向とは斜交する北東々方向の大構造線を以つて

境芯れてゐるのであるが，その南において西ー西々南に開いた向斜半盆状をなし桃木

層下部及平原層がその雨翼にあり，南翼では漸次古くなって大嶺園では疲逹しなかつ

た三撓系下半部まであるが，遂に基盤を露出せしめることなく厚狭園に移る。その一

般走向は北では北東乃至北々東，南方では北東々より東西に愛り傾斜は甚だ急で 50

-60度である。

厚狭犀と云ふのは厚狭郡厚狭町•生田村を中心とする地方であり，厚保属との境界

には松瀬功岩幣と呼ばれてゐる北東々方向の功岩類岩石の噴出があるが，西では直接

構造線を以つて接してゐ，上記紛岩類も矢張りそれに泊ふ噴出であらうと推察される。

その南方では硯石層群が向斜をなして骰逹その下に傾斜不整合に三畳系があるけ

れども，西の一部では此の硯石統と北西ー南東の噺附を境として三畳系上半部がより

複雑な複向斜を行ってゐる。そして一般走向は北東々傾斜 50•←. 60度位で南へ古く，

遂に厚狭川口縄地鼻では傾斜不整合を以つて愛成岩類があるのであるが，その雨者の

間には著しい構造線はなくて原初の闊係である。

上述の如く三畳系は恐らく中生代末期に行はれたものであらう造構運動によつて

全證としては南北に配列してゐる，北は北々東より南は北東々の軸をもつ三つの向斜

構造を取つてゐる。恐らくそれに到應する背斜構造部となるべきものが，その摺曲運

動の進行中か或は頂ぐその後に引績いた（それらは既に古生界中にあつたもの＼

再運動か）衝動のために大規模な構造線になつたものではないかと思はれる。

-ヽ..
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尚厚狭園三畳系の西緑には，その三畳系の走向とは略直角に東西を東からの衝動で

境＄れた南北に長い菱成岩類がは＄まれてゐて，豊岳髪成岩類の儒よりも東方約 6粁

の慮に位置してゐる。

以上は本地方三畳系の第一次の主要構造であるが，豊浦層群・豊西層群更に硯石層

群の構造との闊係が如何になつてゐるか，各々の間の造構的運動の有無，弧さ等に闊

聯して問題である。

第一次の構造に封し二次的のものとしてはそれらの複向斜を更に複雑ならしめて

ゐる背斜向斜がある。特にそれらは厚保園・厚狭属の上部において著しく大嶺面に比

し複雑な地質構造を取らしめてゐるが，、雨地園における此の複雑性と急傾斜は何のた

めであらうか。個々の第二次的背斜向斜は勿論第一次的向斜の方向とは一致しない

ことがあり，更に第三次以下の小さな幾つかの摺曲も疲逹してゐる。又I學保1届では之

らの摺曲構造を修飾してゐる北東々ー東西方向の断層がある。

以上の如き地質構造は更に新しい後成断層（北西・北東・東西等）によつて轄位され

たりしてゐる。

基盤に遠ざかつた堆積の中心部附近では上に述べた様な大きな向斜をなしてゐる

けれども，基盤に接した周邊部では大嶺園の基底部や埴生海岸の三畳系下半部に於て

見られる様に，非常に複維な然し中心部に比べると小規模な晰層衝上摺曲を行つてゐ

る。それは固化した基盤にまだ痩動をうけてゐなかつた軟い中生層の接してゐるこ

とのために受けた駆縮のためではないかと思はれ，又大嶺犀では常森層群との境界に

そふ著しい衝動運動の附廣的結果の表現されたものでもあらう。 中心部の構造は大

きな向斜ではあるが周邊部程錯雑してはゐないのである。

尚本地方三畳系は硯石層群とは不整合により被覆される所をみるが，豊浦層群とは

原初の状態で接する所はなく豊岳幾成岩類の帯がその間にあり，その礫は豊浦層群に

は多敷供給されてゐるけれども，三畳系には入って来ず，該褒成岩類は三畳紀後に地

表に露出して来・たもので，豊浦層群はその西に異なる堆積盆地に堆積されたものでは

ないかと思はれるのである。

次に各地麗毎にその層序の概要を述べる事とする。
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III 厚狭陸三繰系の層序

西は生田村植生沖布田の両岸より北東々に厚狭川・原狭盆地を距て＼―lliに東力に咬

で延長され，南渠は第三系J)礫岩・砂岩・貞岩により被覆ご］し lILiには花蘭府柏り」］人

がある。J直生・津布田附近は今野敦授と内藤學士によつて調杏され，平松附 9 井手」：：：）付・

中塚層・山野井層の名栂が輿へられ，その後その下半部は高井學士によつて柚詞に調

査さ札てゐる。筆者は該地域を概観し又その東の延長である厚狭町附返及北晶の山

野井・幅田附近の地質調査を頁施した。

某 盤：一 厚狭町1剖方纏地昴にみらい，面半部は談緑乃至惜紫亦褐色J~千枚屈馘

只岩と緑泥石化乃至亦鍼鎖化して緑色或は亦色になつた癒基性の高い変筑i;j既屁石玄

武岩・同粗粒玄武岩の互層よりなり，帯祓緑白色のチャートと二層はさが又亦色チャ

ートの小塊状に含まれることの屡々ある地層である。 之に封し北半部は緑泥石多く

緑色風化黄褐色の千枚岩質貞岩l司色砂店の互層で黒色貞岩を僅かは芯み，上部に灰鼠

巳のふ純な結晶直石灰岩の V ンズが岩十あり (5-6相よ b精々 30一切桐）産旦玄式

岩如がない。高井率士は之の黒色貝岩中より植物化石 (Neocalamites覧））を投見し' ~ 

平松層ならずやとごれたが果して Neocalamitesか否か大いに疑間であると池い。

面Iドと北半では岩相も異なり愛賀度も南部の方が比較的激しいが，共に片理が骰逹し

雨者（バ間に時間的 構造的間隙を設ける材料はなく，之らは所』三郡笈成岩の1tli/＼、

れられる可きものである。

津布田 層詳

平 松層 [ Hr] 古生界との謁係は上記縄地鼻海岸にみられ約 1(‘ 米のI昂

い娘底礫岩を以て不賂合に乗る。その膠結物は陪黄褐色の砂質物質で礫は囮に（約数

粍～敷糎時に谷大のチャートの園・も半角礫を主としその他緑色砂料髪狐玄武岩類等

が人る。雨者とも擾僑Lをうけてゐるからそ心走向傾斜の個々のものは麦化が大ぎい

が，全般的にみる｝一古生界は北50-60°東・70-8(「北又は南傾斜，三燥系は略東両， 45

—55'、北傾斜で可成りの相違があり，且三繰系よりもより甚だしい不規則な小摺仙を

なしてゐて某底礫岩下底においては古生界の頁岩と斜交してゐる m

埴生栂岸では硯石統の被覆のため基底は見られない。

平校層は黒色黒灰色の緻密泥質貞岩（剥理乃至非剥理性）多く陪灰色，黄褐色の砂
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岩・礫岩（礫質砂府）を伴，；交互層で不良の炭層をはさみ下部より［．．ん＾部に亘り植物化

石を多産する。

硯石附詳及第三系の被覆のため蕗出は狭く之を細介することは困難であるが柏牛

海岸に於ける層序は

下限未詳

l 黒色・黒灰色貞岩優位，砂岩薄石炭を交ふ 400米

II 礫岩・礫賀砂岩，薄い頁岩をは吝む • 80米

m 黒色黒灰色貞岩優位，砂岩小礫岩・薄炭層をは~ls 200米

w ．苦色砂岩礫質砂岩可成り多く黒色頁岩と互層し薄炭層を介み斑岩の逃入が

多い . 300米

平均の厚＄約 1.200米，岩相の差化著しく礫岩は西に厚く東に薄いことが内藤・高

井雨學士により指摘されてゐ，小規模な摺曲が著しく登逹してゐふ，

動物化石の期待され相な岩層であるが逍懺乍らまだ得られず？山「l縣に餐達する・・i

撓系の最下部と思はれる故，それが何時の時代迄下るかを決定するため有力な化石の

骰見が欲しいものである。岩相よりみて淡海性のものと思はれる。

ヽ

井手ノ上 層 [Id] - [ Id汀 厚約 700-1000米，ド底は石橋礫質砂岩

と内藤學士の命名されたもので，埴生海岸では平松層との闊係は轄微な侵蝕不際合が

ある。即ち雨者の走向傾斜の差もなく，某底面の閲凸も著しくないが平松層の黒色貞

岩の礫を疎に合んでゐる。

平松層と畏なり礫岩（礫質砂岩・砂岩に移化）の多い地層でそれらと交互して合炭

黒色頁岩砂質頁岩（風化黒灰・鼠•青灰白色等）があり，小規模な複雑した摺曲を行って

本l品の主要央炭層をなし，植物化石が豊富である。礫岩の性賀は陶汰不完全な大小の

鳳半圃礫が砂質膠結物中に疎に散在するものが特徽的で，その密度大い＄等の差化

著しくレンズ状に膨縮消長する事が知られてゐる。

埴生拇岸におけろ層序を高井學士の調査についてみると

ぃ
r
~

1
ぐ

石橋礫質砂岩

合炭黒色頁岩〔植木層 UJ

礫質砂岩

含炭黒色頁岩

100米

20米

60米

4()米

‘ 
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礫質砂岩 70米

含炭黒色貞岩優位， 2-4層のやヽ著しい礫質砂岩 (15-20米）を介む

［上部は河内層 k〕 認〇米

礫質砂岩- 60米

含炭黒色頁岩［伊場層 IJ 20米

然し乍ら厚狭川西岸に行くと礫岩は薄く敷も少く黒色貞岩が多くなり炭層も薄い。

此の相を [Id汀とし度い。

井手ノ上層は岩相より見て東に開いた三角州性堆積物であり，礫質砂岩と含炭頁岩

との交互は，地盤の連動とそれに伴ぷ堆積供給源たる陸地の回春及平坦化の交錯を物

語るものと考へる。、

埴生＿＿層群

中 塚層 800-1200米，井手上層との闊係は圏 1~2によって見られる

通り，伊場山砂岩と命名されてゐるものの下底面は凹凸に富み井手上層の砂岩・礫岩

頁岩の互層はやヽ斜交してゐろ慮がある。走向傾斜その他構造上の差は殆んどなく，

井手上層の礫も含まれてゐる虜をみないが，中塚層は津布田層群とは別個の新しい海

進の始まる層であ b雨者の堆積環境の相違は可成り著しい事等から考へても，大きな

雙動や時代的間隙はないだらうが轄い侵蝕不整合のあった事が充分に推定＄れる。

[Na I] 但場山砂岩層 200 -100米風化黄褐色を呈する細粒～粗粒砂岩，往々

にして 1糎5～糎位迄の砂岩・チャートの礫を含む礫岩に移化し，その消長は一定の

規をもたない。薄い植物化石を産する砂質頁岩をはさむ事多く C加adocarpidiun1,(?) 

等がある。

[Na町 200-600米 黒色，黒灰色，風化すると黄褐，青灰，等の剥理・非剥理

性の頁岩•砂質頁岩が多く？之に砂岩・礫岩を交へ下部に不連績の炭層がある。植物化

石と共に動物化石多く，殊に 1-lalobiaを多産するがそれは頁岩中に薄い層をなして

密集してゐ，唯 1層準に限られるものではないが，その中，中下位の層準のものは特

によく連績する。 ［Na II]帯
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[Na III] -[Na HIE J 200-'-400米 青灰色•風化黄褐の割に陶汰良好の層理

不明瞭な砂岩優位の層で，埴生方面では頁岩を介むことが多い榛であるが厚狭方面で

は少v-,之を NaIIIEとする。化石は稀である。

[Na IV]-[Na IV門 9 200-330米 頁岩と砂岩の互層であるが，西では緻密
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な細泥質黒色頁岩（風化青灰色等）多く，東では比較的頁岩の量少く且砂質のものが

多く，部分的に礫岩や炭質の部をは＄むことあり之と NaIVEとする。後者の方には

可成 b化石は豊富であ !JAnodontophora多く Oxyto叩 aを産する。 [Na IV幣］

中塚層は淡海成層であ!> Na II, Na IVにおいて他よりもや¥.深い相になったも

のと思はれるけれども，それとても全高域にそうだったのではなく局部的の菱化は多

いと見なければならない。

且壁．巷厘． ヽ300米， ド底は内藤學卜の森本砂岩で NaIVどーの境界は明

瞭ではあるが整合的に重なる。 以下に述べる細介は多分に人為的で賓際には各層は

潮移し明瞭な境を設けることの出来ぬ場合が多い。 埴生方面では上部は複雑な惰曲

を<bかへしてゐる。

「YaI] 森本砂岩層 100-350米，青灰色だが大部分風化して黄褐色を旱し殊に露

出表面は酸化赤色になることが多いのは井手上層の砂岩に似る。 層理は明瞭でなく

細粒～粗粒，礫の入ることは森本I付近では見られず砂質貞岩をうすく伴ふが，厚狭川の

方では時に 3~4糎迄のチャート・砂岩の馴礫が疎に散在した 9l／ソズ朕に入っteb 

し頁岩は少い。

[Ya II ] 150-300米黒色・鼠色等のやヽ泥質な綺麗な貞岩多く之に砂岩を介む

＇層で頁岩は剥理性のものが多い。 密集して化石を産する所もあるが連績するか否か

不明である。

[Ya III ] 50-80米 濃淡の帯褐青色又は濃談の黄褐色の敷粍～1,2糎の縞状に

薄層理をなす砂質頁岩を多く含み，その他普通の砂岩頁岩を伴ふ。之の附近より漸次

雲母片が多敷入って来，山野井・鴨庄層を通じ多いがそれらに特長的なものではない。

植物化石を可成り産する。

[Ya IV] 250米 鼠色・黒色・黄褐・青灰白等各色の塊状又は剥理性の頁岩。砂質

貞岩・縞状砂質頁岩・普通の黄褐色に風化する柔い砂岩の互層で炭質頁岩・薄炭層をは

＄む。層理は一般に細くその中に可なりの塊朕砂岩をはさむことがある。 植物化石

は豊冨である。

[Ya V] 450米 塊状の厚層に亘る砂岩で青灰色•風化帯赤黄褐色で，頁岩をはご

む事は稀だが西方大逍畑方面では砂質頁岩を挟むことがある。・

鼻
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[Ya -vr] 150米＋ Ya IVと同性質の互層で植物化石も豊富である。

以上は中央部の層序であるが，厚狭埴生間國道の峠以西即ち炭山・『福田附近に骰逹

するものは砂岩（多くは塊朕）と黒色・黒灰色の頁岩•砂質頁岩（炭質のものが可成り多

い）の互層で YaIIL IV. VIの様に各色の頁岩を含んで細い互層をなすことなく又

Ya V の様に塊欣砂岩の著しい厚層に逹すると云ふ事もない。 之らは標準的な山野

井層の移化層で Yawと名附ける。

之に反し厚狭町東方・奥畑・京正方面では砂岩の骰逹が著しく之を YaEとする。

その閾係は次の様なものと考へられるが特長的な化石がないので明言は出来ない。
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600米

110米

400米

230米

以上山野井層はその上半にあいて植物化石を多産し砂岩・頁岩を主として礫質部の

甚だ少い厚層であり炭層はあるが綿＇て薄く稼行にたえない。 その堆積環境は人りこ

んだ淡叫観入海性乃至半鍼性の入江の様なものではないかと推察＄れる。

鴨 庄層 900米 山野井層との境界は明かであるが整合的である。曾て小林

敦授は山野井層上に引地層を設けられ雨者を合して鴨庄層なる名稲を輿へられ，厚狭

東方では山野井植物化石層と拇棲化石を含む鴨庄層とは同時異相なりとされたが，栂

棲貝化石を含む層は何月しにおいても山野井植物化石層の上位にあり，又引地附近に骰

逹するものは複向斜の北翼で山野井層に相嘗するものである故，引地層なる名稲を止

め山野井植物化石層を除いた上の合栂棲化石層に鴨庄層なる名稲を輿へる。

[Ka I] こ00-40り米，黄褐に風化し露出表面は赤褐色を星する塊朕砂岩で YaVと

類似する陸地との推移部における堆積物と思はれ之を以て鴨庄侮進の基底とする。

灰白•青灰等の頁岩を含むことがある。

、[KaII J '300 米青灰白・黄褐・黒色等の砂質頁岩・頁岩・縞状頁岩•砂岩等の互層で

Entomonotisその他の動物化石及植物を普通に含んで来るものである。

(Ka II儒）。

、ヽ
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[Ka III] 300米 下部は原い砂岩（約百米）上部は青灰色頁岩と砂岩の細互層の

多い層である。 以上鴨庄層も礫質岩の稀な地層で淡海性堆積物と思はれる。

IV 厚 保 厘 三 畳系の層序

本面三畳系は西を花岡岩，東及南を扮岩質岩石の貰入で限られ北は構造線を以つて

大嶺犀と接する南1しに長い地域に分布してゐる。 眺に述べた様に北に新しく南に古

いが基磐は露出しない。＇然しその厚＄等から考へ基底近い所まであるのではないか

と思はれる。全膿的にホ JVンフエJVス化して固く砂岩・礫岩は珪質になり頁岩も帯紫

黒色で剥理性が少い。

厚保層群

本郷層 2100米

[Ho I J -[Ho IE J 1800-1900米，青灰色風化黄褐色で層理不明瞭の事の多い固い

砂岩優位の層で陶汰不完全な礫岩を可成り介在し，全證として粗粒相だが黄褐•青灰

暗灰等の砂質頁岩もはごむ。

厚狭川泊岸においては下部から

砂岩優位・・・細中粒の青灰色の綺麗な砂岩で時に礫質の部あり又うすい非剥理

砂質頁岩を僅に有する 800米

砂岩優位であるが剥理性砂質頁岩（雲母片かなり多し）の層が敷層は苔咬れ下

のものよりその量が多い。小角礫の礫岩が少しある 650米

砂岩優位のものと小礫礫岩との互層，上部は細粒砂岩に移る 350米

東方奥畑・金山にかけては，殆んど砂岩の占めてゐる割に軍調な上記のものに比べ

礫岩（径 3-5 糎の大小の圃礫が疎に入り河口成のものと考へる）頁岩•砂質頁岩(/)

挟在多く炭質頁岩・植物化石を産し之を HoIEとする。

砂岩・礫岩，薄い頁岩をはごむ 350米

一噺層ー一

頁岩，薄V•石炭，植物化石 • 100米

礫岩 80米

頁岩多き砂岩との互層，植物化石 270米

一断層ー一-
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[Ho II J -[Ho nw] 750--:-180米 所謂院光石灰岩を含む層て東方金由方面で

やは下部から硬い塊欣の帯紫睛黒灰胄（風化鼠・黄等）の頁岩乃至石灰質貞岩（ホ lレンブ

ユ炉スのため珪質），白色純粋な結晶質石灰岩，頁岩乃至石灰質貞岩・結晶質石灰料更

に石灰質頁岩と二層の石灰岩を挟む層からなつてゐる。 厚狭JIItm岸ではトンネ；レの

南まで純粋石灰岩がうすくあるけれども大部分白色と勁色の珪質になった不純な貞

岩質石灰岩と黒色頁岩の互層で隠々石灰岩がどけて細長い孔があいてゐる。

災に西方では純石灰岩はなく，塊朕の黒色貞岩砂岩の互層で乳白色のうすい石灰質

貞岩がはごまれ全膿の厚芯もうすく之を HoIIヤ＼／とする。 その原＄から判閾して

西の HoIの上部は東の HoIIの下部と一部同時的ではないかと云ふ事は可能性が

•あるが明言は出来ない。

本郷層は岩相の水平的愛化著しくその環境も局部的菱化はあるが全開として淡海，

性堆積物で，奥畑金山附近は局部的な三角州性環i兌が初期においてあつたものと思は

れる。 上部になると漸次海進が進み地形の老年間；ビ共に陸l生砕屑物も少く石灰岩の

堆積をみたがそれとてもそう深い環境とは思はれない。（石灰質貞岩中に小礫礫岩が

は苓ま札てゐる）。 ヽ

熊倉層 1200米

[Ku I J 450米 砂岩優位であるが，［少岩・チャートの圃礫 2-3木記のものを含む

礫岩が可成り合まれる。その礫岩の中＇には某底から上部に亘ろ敷層に石灰岩の礫（敷

粍のもののみよりなる事もあれば又敷粋のもののHかもある）を合み，それが侵蝕され

て小孔の多敬開いてゐるもの』がある。 本瑯層との境界面自身はふる事が出来なかつ

たが軽微な侵蝕不整合が此虞にもあるものと考へる。

礫岩は蓮績せず西方では殆んど塊｝伏の砂岩でうすい黒色砂質頁岩が敷層はごまれ

不完全な動物化石が稀に産出する。

[_Ku II] _ 800米砂岩礫岩を主とする祖であるが語所に著しV厚さには酉らない

けれども頁岩・砂質頁岩・石炭（黒鉛化）をはごパで来る。四郎原闘 -•-l阜保騨間では砂

岩は塊状で層理の痰逹が悪いが伊佐騨南方では）旱附珂をなす事多｀＜薄い頁岩の挟在

がやヽ頻繁である。厚狭JI.1栢岸では

暗黒色頁岩上部に薄い黒鉛層，動物化石普通

砂岩・礫岩互層

90米

250米
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黒灰・黄褐灰砂質頁岩砂岩互層，植物化石

砂岩礫 岩

黒色頁岩・炭質頁岩•黒鉛，砂岩を交ふ，植物化石

砂差｝

黒色頁岩・炭質頁岩•砂岩互附

―~‘心^閾 層ー一

60米

｝，〇米

150米

90米十

~· _I::部の植物化石を産し黒鉛を伴ふ層は小さな向斜半盆状をなして北方 300米の所 ←-

ではその黒鉛と厳密に同一層準ではないにしてもそれに近い層準から可成り豊富な

動物化石を産し，父最下部の動物化石層は矢張り同榛な意味で西方にぷいては黒鉛を

｛半ふ層に移つてゐるっ従って動物化石と黒鉛（石炭）を共に取扱ひ夫々下部及上部の

黒鉛を山ロ・大隅雨鎖山で採掘してゐるから山口央炭ーKuII a帯 (Y-KuII (J.)大隅

央炭ーkuIIfi帯 (0-KuII戸）として扱ふ事は涎利である。その石炭も決して原地成

のものではなくドリフト的起原のものに進ひない。

熊倉層は彎入した陸近い推移部の堆積物で時々の海水の進入氾濫で織細な殻をも

つ動物化石を一方では産するが他力へではまだ石炭の堆積の行はれたもの文はあるま

・いかと考へられる。

美禰層群

平原層

[Hi I] 400-550米 砂岩と黒色頁岩と小礫礫岩との互層で之と厚保層群との

闊係は整合的である。日iI中には敗層の礫岩があるがその何れも何ら不整合上の基

直礫岩である証跡なく，又 HiIと kuIIとは岩相的にも可成り類似して何虞を境界

とするかに迷ふ事が多い。 シ―-3層の石灰岩の小礫（径敷 cm迄）を疎に含み小孔

の散在する礫岩がありその最下位のものより上方からは Anodontophora,Halobia 

等を産しその下位の KuII上部層には礫岩が少い事から之の含石灰岩小礫礫岩を

平原層の基底とした。それは又岩相的には相営の距りはあるけれども大嶺属平原層

の基底礫岩に石灰岩礫岩のある事にも一致してゐる。 伊佐騨南方の厚狭川沿びでは

下部より上部に亘り敷層準から化石を産するが特にその中，中位に Halobiaを多産す

る層準と上位に Anod暉 tophoraを多産する層準あり，後者に相営すると思はれる他の
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場所からは平原層に特長的な多くの化石が出夫々を HiixHiiyクとすろ。

[Hi II J. Hi Iと全く異なり砂岩優位の地附で礫岩を交へ頁岩は殆んどない。沿

下部及上位に矢張り石灰岩の小礫を有する礫岩がある。砂岩は塊朕で堅硬・岩相ー•l:: は

大嶺属の HiIIIに似てゐる。

桃木層 西方杉原方面にあるが花闊岩（プ）逝入のため一部しかない。平原附ど；

異り特長的な大小の圃礫を散在してゐる礫岩砂岩頁岩の互層である。

V. 大嶺匿三昼系 の層序

大嶺悩三愚系は東，南，北西を構造線によつて切られ一部花岡岩に近人ぶれてゐる

三角形の地域に廣く分布し眺に片山學士により層序の研究がなされて三層に分たれ

た。その犀分は妥嘗であり筆者もその名稲を用い多少の定義の改訂を加へた。

美禰層群
罠＝， 9

平原層 2;0-1000米某盤は南方では常森層群と呼ばれてゐる黒色頁岩を

主とする砂岩との互層よりなり，炭質物の薄層• V ンズ状の石灰岩礫岩等を伴ふ地層

と，北方では雁飛層群と呼ばれるホ JVンプ .::r:..JVス化してゐる砂岩粘板岩チャート，レ

ソズ朕石灰岩礫岩等からな る地層である。 その上に乗る平原層は石灰岩の大小の

礫のみよりなる礫岩を基底とするものより不整合に始まろ所もあれば，．チャート・

砂岩礫を主とし石灰岩を疎に合む礫岩を某底とすろ事もあり，又あろ場合では全く

礫岩を映き頁岩が常森層のレンズ朕石灰岩礫岩上に乗る慮もあるが，更に雨層群が

構造線を以つて接してゐる事も多い。 即も元来の著しい不整合面に略沼つて構造

線が生じ，それは決して直線的のものでなく本地方によく見られる幾つかのもの

＼様にうねつてゐるので，ある場合は古生層巾を辿つて不整合面を残し，ある場合は

不整合面に滸ひ，又ある時は三畳系中に入って悲底礫岩をかくしてゐ，更に堆積常時

の地形の複雑芯のため基底礫岩自證の消長菱化も著しく上述の如き現象が今日見ら

れるのであると考へる。此の構造線は北では雁飛衝上と云はれて略水平に近く古生

層が三畳系上に乗り上つてゐる相であるが，南方では箪なる古生層の三畳系上への衝

上ではなくして，雨方から押し上げられ或は押し下げられたかした様なものと考へ．

られる。

, 1 
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[Hi I J -[Hi F'] 

厚約 180米で

礫岩砂岩頁岩よりなる合炭屈で相行ー委川の椋準的の順序では

甚底礫岩ー砂岩 l

}-H-Hi I“C 
含炭互附

石炭なき互層

某底礫岩は純粋の石灰岩礫岩（｛唱 までの石灰岩角礫が密に不純な石灰質頁岩

により膠結されてゐるもの）より漸次石灰料の鼠を減じチャーい砂柑の礫を含み逐

にそれのみよりなる礫岩から砂府に移化する。そのヒに来る互層（／）中，下部の方は稗田

層と呼ばれる石炭を含む地厨で植物化石を唖し白岩・瀧口等からは Anodontop hora 

を多産し，此慮でも雨者を其に扱つて稗田央炭ーEiI (／．帯旧ーHiI(J、)とするのが便利

である。垂直的水平的の岩相の愛化は苫しく層の厚さも異る。甚底礫岩については眺

にのべたか，その他の礫岩の礫の大いご厚e:→貞岩の多少，石炭の膨縮筈局部的髪化が

甚だしい。特に南方測口方打では頁粁噌少質頁岩の量多く，石炭の稼行に堪えるもの

のあ名事及石灰岩礫岩のi享い事は注目すへ合事で之の相を HiFとした。

田iII l 100-450米砂岩・礫岩と礫岩・砂岩・頁岩互層との交互層で，砂岩・礫岩は一

般に厚．い層理 (30糎～い米）を示し礫は普逍ふ―`；糎時に 3-6糎の陶汰良好でな

い角・半角礫のnl成り密に入るもので各色グ）チャ一卜，砂岩が多い。砂店にも礫の散

在する事が多く｀肯灰色風化黄褐色を早すふ c 圧層の方は同層の著しい原さに逹する

ことの少く，頁岩は黒災斌褐・肖灰等各色ぐ剥理性又は園塊肱にわれ細い層理を示

したり砂岩の薄い帯を介んだりする。

姿川一平原に至る逍路では

砂

互

砂

li

砂

互

砂

互

岩一礫

附

礫

礫

礫
-

＿

-

岩

層

岩

層

岩

層

岩

岩

＂ ・ね

岩

“
 

ーーHi 
~i', 

米

米

米

米

米

叩

切

叫

:
"
]
2
5

,\~. 

米

米

米

2
5
3
0
1
5
 

H
 ., 

49 



115 

と交互してゐるか下半部は最ド部のものを除ぎ至も所動物化石か豊富である。 哨る

所と云つても」：：から下まで一様に豊富なのではなく盟冨な層準と全く産しない附と

交互してあるのであり，特に敷粧位の厚さを限つて密集して入ることが多い。

之に反し上半部は動物化石は稀で，不良な炭層を挟み植物化石を面するがこの合炭

層は良く南、から北まで辿績するから従つて前者を HiII (I 閤．後者を平原火炭儒

(H) とする。

Hi II(J.の岩相及厚苔の差化も同様に著しく砂岩・礫岩は互に移化したり，急に消失

したりし，北程厚苔を減少して上述の層序は他の所では全く立たない。

[Hi HI]-［Hi llF] 80ー 300米 殆んど砂岩からな叫曾で矢張り厚層岬を示し

大部分風化して黄褐色を呈する。 細粒よ b祖粒時に僅か礫を含むこともあるが礫岩

及頁岩は甚だ少い。但し南方では往々にして礫岩（福 2-3糎で大礫を含むことは少

い）黒色青灰黄褐色筈の頁岩．をはさむこと多く之を HiIII:＇とする。

HiII（J.と同様の意味にぢいて全層から化石は豊富であるがその組成は HiII“ いま

やヽ異る榛でもる。 [Hi III恰］

[Hi IV] 姫高 5(）米 今までとは全く岩相及化石の上でことなる薄い地層で各色

の剥理性或は非剥埋性頁府・砂質頁岩のかなり細い層罪を示すもの多く，それに砂柑

の著しい原さには逹しないものを含んでゐる。 [Hi IV喝与］

以上の如く平原層は角礫半角礫よりなる粗粒物豆が多く，相の愛化が著しく，特に注

謡すべき事はその厚＄の迎化-c南に厚く北に大へん薄い。 之は箪なる北への尖滅或

は南からのオーバーラッピソグとして片附けられるものではなくて，海岸近い瀕海性

堆積物で陸地に近い北のもの程悔底の水流による侵蝕で削られ南方へ堆積喜れたも

のと考へる。或は暫時的には水面上に表はれて侵蝕された事もあるかも知れない。

それはその岩質や厚こしからのみズなく含有化石の形態によつても推察されるのであ

つて，設J頁が前端又はそれに近く位置して膿の後方が登逹し肉柱が一つしかなくて恐

気

らく足絲を出し閲を横にして他物に附着生棲したと思はれるものや，足絲はなく〖も

砂中に滸行してゐたのではないかと思はれるもの，或は殻頂は芯程片寄らなくても殻

厚く，顆粒朕の軍厚な装飾をもつて矢張り砂中にゐるものと考へられるもの多く，更

にそれらの化石の殻が多少とも破砕吝れて集積されてゐる虞のある事等，潮流，波浪

の激しい瀕海性環境において水流の削剥作用の行はれた事を考へさせる。 そしてこ
6 
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の様な時には，厚さの薄い割に長い時間を饒過して化石の組成の差化多く叉著しい機

械的な侵蝕等の間隙の証左もみられなし、と云はれてゐろ。

先づ平原層はその海進の初期基盤の地形の複維な上に店そらく外海から勝絶され

た内譜の様な所に半鍼性の含炭層を堆積せしめりいいで海水は漸次撰がつて海水準近

い所に地盤の律動的動揺と共に砂岩粗岩と互層が出来， HiII後期には地形もゆろや

かになり，やヽ深い静かな所に平原央炭層のよく連績すろ地層が生じ，次いで可成り

著しい回春と共に典型的な瀕海性の HiIIIを更に又ゃヽ深く孵かな環境に頁岩の

多い比較的薄弱な役をもつてゐると思はれる化石を含む HiIVが堆積したものと

・考へる。

桃木層 800 - 1000米北は更に厚い。

平原層との闊係はその境界自身のみられる所は殆んどないけれども HiIVが平

原以北で消失してゐること（奥畑附近でも露出してゐないのは走向晰層による），桃木

層某底の礫岩が平原層（？）の砂岩らしい礫を若干含むこと，平原層から桃木層への岩

相及化石相従って堆積環境の菱化が著しい事等より考へ軽微な平行不整合があると

思はれる。

[Mo I J 120ー 170米 礫岩・砂岩・頁岩•石炭の頻繁な互層で各層が著しい厚＄に逹

することは少い。某底礫岩は砂質膠結物の中に径 1糎内外より 10糎時に 20糎の

圏・半圃礫を含み，礫は砂岩，チャート，頁岩が多いが，枡岩・斑岩・＊花蘭岩質岩石等が

若干あり平原では約 7m,その上に薄いは＄みの多い石炭を幾層かリズミカ炉に含

んで来る礫岩 (1-2糎礫）砂岩・各色の頁岩の互層あり，同時侵蝕同時愛態構造が

著しい。更に 15米の疎に礫を散在せしめる塊朕の礫質砂岩を介して， 5糎より．50

糎位の石炭を多数リズミカlレに含む互層がある。 動物化石を僅かに得たが植物は豊

富である。

石炭は膨縮あり，個々の展は消失出現するであらうが MoI全膿の央炭層として

はよく連績し，諸々で稼行芯れ変川層と稲されてゐるから，之を変川央炭帯(M)として

恰も化石帯の様に取扱ひ得ると思ふ。

[Mo II」 700ー900米 厚可礫岩～砂岩と石炭を含む頁岩•砂岩等の交互層で本

地城の主要央炭層である。今桃木の縣逍に沿ふ層序をみるに，
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閻 3 M。I にお ける同時慶熊構造（平原）
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閾 4 Mo I における同時愛態構造（平原）

砂岩・礫岩優位・・・桃木層に特長的な性質をもつ礫岩で黄褐に風化する砂質膠結 ‘← 

物中に普通 3-4糎の大小の圃・半惧l礫が疎に（時には可成り密）に入るもので

礫は矢張り，チャート砂岩粘板岩火成岩がある。之らの礫岩と砂岩（礫質）の交

互する層で中下部に砂質頁岩・薄い炭をは＄む 200米

央炭互層 (FJ・・・各色の剥理非剥理の頁岩多く石炭を含む 20米

礫岩•砂岩優位…塊欣の下部のものと同性質のもので，中部に薄い石炭と砂質

頁岩・斑岩の岩床がある 80米

央炭互層 (H). . 30米

礫岩•砂岩・・ぐ僅か砂質頁岩をはさむ

央炭互層 (K)

礫岩。砂岩…砂質頁岩・薄い炭あり

央炭互層

60米

20米

100米
＇ 

50米

砂 岩．．．黄褐塊朕で時に礫質のこともあるがそれは著しくない 100米(?)

火炭互層 (E.;;;--Moll{J. ）・・・下部は主要炭層を含む互層で上部に i．ょ黒灰•青灰色

の細層理頁岩及圏塊状にわれる塊朕の黒灰・黄灰砂質頁岩あり，その中に二枚

貝を産する。

，ヽ
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以上が標準的層序であるが，局部的愛化は除き全般についてみると水平的には南程

礫質岩は著しくなく，北程多く，石炭も同様北に良質で下の 2央炭層 (H.F)は南で

は消失僅かにうすい頁岩のある丈であるが，逆に E-MoIIUとした頁岩優位の層は

北では砂岩が多い。 垂直的には下部程礫岩が著しく上部の E-MoIIりの下では殆

んど砂岩である。然し乍ら央炭の互層は下部 2層は南部で消失するけれども本地域

内では一般に良く連績しそれをこ〇）地方に用ひられてゐる名をとつて下から籐河内

央炭幣 (F)，櫨谷 (H)，下層 (K)，上層 U)央炭帯とし直に最上部は石炭を含む層
9ヽ ゼガクニ

準より上位ではあるが，動物化石を含み Cycadocarpidiu ni を産し之を共にして猪木
イI キ

央炭ーMon (J．とする。

桃木層は岩相的に三角州性堆積物である。桃木三角州の初期は著しい礫岩の少く薄

い炭を頻繁には＄み、 Neocalamitesの非常に多い多少沿栂の沼澤性を儒びた廣い水

の搬がりがあったものと思はれ，次いで MoIIになって地殻の菱動か氣候的愛化か，

或はその雨者か，何らかの原因で典型的三角州に厚い礫岩を堆積せしめ，地穀の動揺の

敷回の律動と共に央炭層との交互層をつくりつ＼漸次老年期に近づいて粗粒物質の

供給を滅じ， E-MoIIでは両の掘がりがおこりつヽ麻生層に移ったのであらう。

桃木層北部には斑岩j}｝岩の進人が多い。

麻生層 1600米

[As I].-[As IN] 700ー800米 桃木層との境は明瞭だが整合である。砂岩優位

・ー で僅か頁岩を含み，礫岩は殆んどない。砂岩は青灰，風化貨褐色概ね塊欣～厚層珂，礫

質のことは稀らしいが桃木一三杉間では，

砂岩優位，僅かうすい砂質頁岩があ、るが砂岩に比べれば無視し得る 260米

砂岩優位及砂質頁岩， 下部に小礫礫岩及薄炭層を伴ふ砂岩頁岩の互層あり中部

塊朕砂岩90米を介し上部は砂岩優位に砂質頁岩をは苔み小塵化石が豊富である

340米

砂岩．．．塊朕で稀に化石を産す 100米

中部の上部に豊富に産する化石層は之を (AsI (1. :)としたが余り連績しないらしい。

厚かの愛化も少く砂岩の性質そのものの愛化もないが，中部ク砂岩頁岩層の上部

(As I(！)は南方に連績し局部的に薄い石炭を含むこともあるが下部の礫岩石炭を含

むものは連績しない。北方箭水田では中部の層は殆んど砂岩に移化し全層砂岩優位
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の地層で唯その中にうすく帯紫青灰色の砂質頁岩あり，化石を少々産する。層位的

には略 AsI(1 に相営するが化石の組成は似てゐない様である。

[As II] 130-220米， 各色の頁岩多く砂岩ど互層するもので稼行されてゐる石

炭・薄い炭質物層と砂岩の細い縮欣互層が多い。三杉ー麻生間では中部に 20-50米

の二層の塊朕砂岩を介し．三層の央炭互層がある。厚器はかなり愛化するが全龍とし

ては岩相の愛化は少く唯南方ではホJVシフ ,::c.JVス化して帯紫黒の堅硬な頁岩と化し

各色で細層理の骰逹すること少く石炭も登逹しない。

石炭の入る層準とは異なってゐるけれども上下より化石は普通に産し一括して小

田央炭ーAsII帯 (0--AsII)とする。

[As III] 700米以上 砂岩優位の層で AsIと同じく風化黄褐で細粒一粗粒，

時に小礫のあることはあるがそれは稀で厚層理或は無層理，僅か砂質頁岩をうすくは

＄む。上半部約 200-250米は砂岩が多いけれども黒灰色その他の頁岩をかなり含

み， AsII程の細層理は骰逹せず，矛i炭や炭質物薄層も少い。之の上半部は向斜半盆

形のため南方にのみ露出するが動物化石は普通で AsIII u. とした。

以上麻生層は厚い砂岩の登逹は甚だしいけれども，礫質の部分の非常に少く，垂直

的水平的相の差違も又比較的箪調であり，附近の地形の老年期に逹し地盤の動揺も牧

まつて来た而も徐々に沈降をつゞげてゐる淡海の堆積物である。

VI. 封比その他の問題について

三地属に骰逹する三畳系の封比，更に之らと他の地方との封比については困難な障

害が二三ある。その第一は堆積環境が夫々の属によつて異なってゐれば，岩相の上に

も化石相の上にも髪化があるであらうと云ふ事で，造山運動後の地殻の愛動のまだ牧

まり切らな v•時代而も陸性と悔性或はその推移部の堆積物の多い東亜の三騰系に送

いてはこの事は営然考へられる。椴令ぺば淳狭属（埴生梅岸）の井手ノ上層と大嶺届

の桃木層 (IVIoIを除き）は共にその地方の主要央炭層であり層全龍としての有様も

礫岩の性質も貨に類似してゐるが果して同時代のものであらうか。逆に厚狭園では

不稼行の薄い炭しか含まず礫岩のない山野井層と桃木層は著しい相違があるが同じ

時代のものではないであらうか。同様に中塚層と平原層•平松層と本郷層も可成り相

違があるが異る時代のものであらうか。三更にそれらの各層の間に幾つかの不整合が
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あるけれども，陸地との距離と海進海退の有様によつてある慮は陸化侵蝕を受けても

他の地域では一連の地層の堆積芯れて行く事もあり，考慮を彿はずにそれを規準にす

る事は危瞼である。

之を解決すろものは結局化石であるけれども，遺懺な事には菊石類の様な時代的進

化の著しい然も廣く分布 c苔れる様な種類は見出ごれず，大部分 Benthos型の二枚貝類

であり指相化石としては好適でも時代の指示者として有力ではない。従ってその産

出は同一生物属内においても個々の地理的状態その他の外的要因によつて左右＄れ

るであらうから，唯少数の同一種が出たからとて早急に同定の行はれないのは勿論で，

それらの系統骰生が辿られ箕の生存期間が決定ごれ＼ばいいのだが，それは本邦の三

燥系の様な地層中におけるこ'・’.)様な種類の化石については仲々困難である。

今各属の岩相の水平的愛化を辿つて見る時一つの事賓のある事に氣付く。それは

既に各層の層序の項にも詳細は述べた積りであるが，下部の地層群即ち厚狭属では伊

場山砂岩下の不整合で属分溢れる井手上。平松層，厚保属では大嶺属に彼逹してゐな

V・熊倉•本郷層は西に粗粒物質が多く東に細粒になるが，逆に上部地厨群即ら中賑層

及平原層以上では東又は北に粗粒物質が多いと云ふ事である。勿論嘗時の地形は複

維で拇岸線の髪化も多かつた事であらうから必ずしもその規に該嘗せず局部的の愛

化はある。今少々詳しくのべれば，平松層は硯石統及第三系の被覆のため余り明にさ

訊す，本郷層 HoIは東に局部的な三角州成礫岩があり全膿として頁岩は少く平松附

よりも近くに陸域のあった相と思はれ前述の事項に反すろが， HQIIになると石灰岩

は東に厚く西は不純で薄い。．井手上殴については明に礫岩石炭は埴生悔岸では著し

いが厚狭川泊岸では数が少い。同檬に熊倉層は井手上層程の石炭の骰逹はなく，その

石炭（黒鉛）も厚狭川東には殆んどなく拇棲動物化石を含む層に取代へられ，井手上三

角州に蜀し熊倉層はより陸域を遠ざかつたものである。上部地層群では平原層は既

述の通り北に薄く，南に厚V• が之は陸地に近い北程削剥ごれたものと思はれ，桃木層は

礫岩石炭が北程著しく麻生層の秒岩も又然り，厚狭謳でも中塚層 NaIVは西は泥質

東は砂質で局部的の礫岩石炭をはさみ，山野井層も YaEは砂岩の非常に厚い相であ

ろ。更に著しい事は大嶺犀の粗粒物質の多いのに反し，厚狭属では中塚層から鴨庄層

を通じ殆んど礫岩のない事で勺厚狭園ではより陸域を遠ざかつてゐた事を物語り二つ

の異なる方向からの海進のあった事が分る。之の事は更に石炭の組織學的研究によ

/ 

・’ 
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る水平的髪化を辿る事により盆々確められはせぬかど恩つてゐる。じJ上の事賓より津4ii

田層僻と埴生層群・厚保層群と美禰層群を分つたのであり，雨者の境界は）厚狭lh五Cは平

行不槃合であるが厚保高では整合的に堆桔をつゞけてゐたものである。此慮に今咬で）lJ

r人ら］してゐる統の名を排し層群・層と名付けたのはそ礼らのものが古生物による純時

代的属分に由るものでなく一結果として大略はそれに合致するとしても一堆積相に

ょって分類峠られる性質のものであるからであり，厚保大嶺悩と厚狭園とでは連績し

た堆積閻ではあつてもその堆積相_I::大きな相違があるから別の名を冠する可きである（）

、 之の二つの堆積輸廻（正常ではない）によつて大膿津布田層群は厚保層群に，埴生附

群は美胤爾層群に封比され，雨者の代表してゐる時代を古くから用ひられてゐる名を取

り厚保恨，美糊世とする。それは三畳紀を三分した Epoch程度のものであらうと豫

想されるから。吏に下部層群は雨地犀に存在する不整合を以つて平松層一本郷附，井

手上層頂旨倉層に，又上部層群もそれらを三分した各層が劉此されはせぬかと云ふ可

能性が生ずるのである。

此虞に北東或南西と云ふもそれは本地方の現在の位置に且訃しての事であつて廣<

日本全士が或は西南日本内側がそうであり，厚保枇は北東シベリア系統の美吼l計fi懺は il：：：

マラヤ系統の海によつて蔽はれたと云ふ事は決して此慮では出来ない。

悔棲化石と含む麻生・鴨庄層は桃木，山野井の代表する拇退期に封し又悔進の開始己

れる層で而も次の日本では陸化期と考へられてゐるレーチツクと併せ考へ之を更に

別個の層群となした方が妥嘗かとも思はれるが；その梅進は平原中塚層と同一系統の

ものと思はれるからそれらに含めしめた。

各地犀で岩相が相異すると云つてもある程度の類似性はあり，麻生層と鴨庄層は共 ‘ 

に礫質岩少く下部に厚い砂岩層(AsI-Ka])中部の砂岩頁岩互層 (AsII Ka II)等，

又平原層と中塚層は前者はより著しい粗粒相であるがその層序と見ると下部の礫岩

砂岩の可成りある央炭層 (HiIと NaI及 NaII下部）から頁岩を増して慮次に

砂岩優位の地層 (HiIIIと NaHI)となり岐後に頁岩の増加する層 (HiIVと NaIV) 

で終る。この様に上部層群の海成層に、闊してはある程度の類似があるが非海成層で

は全くない。下部層群では井手上層と熊倉層は礫岩の多い事とその間に石炭を介む

事等類似するが逆に平松層，本郷層間にはあ咬り類似がない。 ／ 

次に化石に闊してであるが，動物化石は上部層群の海成層特に平原層に豊富であり
＼
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植物は下部層群からも多敷産するが遺懺乍ら動物はある部を除き甚だ貧弱である。

豊富な上部層群の動物化石についてみ、ちにその組成及豊富な種属を異にする幾つ

かの層が認められ，それが岩相謳分と一致してゐる様である。即ち HiIり， HiII瓜

Hi III, Hi IV, Mo n 11., (As I(I.),As II, As III (J., Na II, Na IV, Ka II,等である。

然し乍らそれらは，化石内容全膿としての相違はあるが，個々の種麗はその上下の層

或は可成り離れた層にも産し動物群幣と云ふべきものであり，個々の種の生存期間或

は繁榮期間による帯の決定は困難である。そして各層における化石種麗の垂直的泊

長は動物自身の時代的進化によるものでなく大部分外部の賭作用の所産でありその

結果各園内においては石炭層と共によく連績するが他の謳へは連績しない事が多く

この意味で箕の化石幣とは云び難い。

恨令へば垂直的にみても礫岩砂岩の中に産する化石と頁岩中のものとでは相違が

多く，前者には Trigonia, Gervellia 等が多いが後者には l-lalobia, Oxytoma, 

Anodontophora等が多くその異種の頁岩を介して又上の砂岩礫岩に下と同一のもの

が産するのであり， Benthos型二枚貝に封する底質の影響は一番大きい。然し乍ら，

同一の岩石の中でも一榛に化石が産出すろのではなく，密集して多敷産する僅か敷糎

から敷十糎の層と，それよりも厚さの大きい化石の少い又はない層とが交互し，又同じ

頁岩の中でも僅か 1米内外を離れて別の組成を有する事がある。箪なる底質の差の

みでなく水質・水温・盪度・水の運動•他の生物との闊係等生棲時の諸要因と死後より

埋没芯れる迄にうけた破壊・集積・運搬等の諸作用の程度，それから今日見られる迄の

間に蒙つた諸影響のためであらうが，その何れが強く働くかはまだ分らない。

同様に水平的にみても恨令へば大嶺園の平原層の礫岩砂競中に多産する種は厚狭

園では頁岩中は勿論砂岩中にも殆どないし，厚保園の熊倉層の化石帯も井手上層

には及んで来ない様である。それらがどう云ふ髪化を辿つて消矢するかはまだ分
さ

らない。

然し乍ら次の榛な事が又云ひ得る。それは平原層に多産する種腸が中期の異環境

を介し後期の海成麻生層の同一堆積相にも産出しないものが多い。平原層は瀕海性

で麻生層とは全證的にはことなると云つても，中塚層と鴨庄層にも同様の事が云び

得，熊倉層の頁岩中の KulIa,9と平原層の頁岩中の HiIX'yともその組成を異

にしてゐる。それらの事賓より見ると美禰層群と厚保層群の間及平原中塚層と麻生

¥、
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鴨庄層との間には堆積環境の激愛と共に，それとは別個の要因による生物自身上にも

ー愛革が少くとも本地ガに闊する限りではあつた事が推最される。 それは生物の鍍

の進化交替ではなく．栂の退却侵入による箪なる退去到来かも知れないが，その事は

此慮丈では決定＄れない。 以上の事からも上部層群を三分する事は妥営である。そ

の愛化が各層の間で行はれ桃木・山野井層に代表吝れる時代には上下の各層とは又違

つた内容をもつものであるか，或は化石のかはりから云へば上部世は 2分しか苔れ

沿ものかは他の環塊的髪化のない一様な地層の骰逹地を選んで決定されねばなら

ない。

更に父，各属によつて相異するとは云へある聯闊性はあるので，｛段令へば HiII（J.中

には特色ある黒色頁岩中に Halobiaを産するが，それは厚保麗の HiIx厚狭園の

Na IIの同性質頁岩中に特長的のものであり， HiIVの Anodontophora,Oxytoma 

多き頁岩優位の層は NaIVのものと同様である。麻生層についてはまだ知識を何も

持たないが AsIIと KaIIの類似が期待苔れよう。 然し乍らそれらの細分は Age

程度のものを更に介つのであり，化石種腸自身は各層の全膿に亘るものが多いのであ

るから廣い封比には債値はない。 植物化石は今野敦授高井學士の御敦示によると津

布田層群のものは美禰埴生層群のものより古い要素をもつ相である。

以上の事によつて表に示＄れる様な封比を得るのであるが，各層の境界がすべて厳

密な時間的意味において一致するか否か疑問でありその解決は今日の化石．上の知識

では困難であろが，現在の各麗境界の構造線を考へず堆積営時に複元してもそう遠隔

の地域ではないから堆積環境の著しい激髪を伴ふ各層の境界は略一致するものと考

へて差支へあるまい。

更に他の三畳系との封比については一層の化石の研究と工夫を必要とするが，今H

迄の知識では美禰世前期は Carnie,中期は Carno-Noric, 後期は Noric,厚保世は

Ladino-Carnicと云はれてゐるが筆者は厚芯等から考へ厚保世はもつと下るものでは

あるまいかと云ふ氣がする。

此の様な複雑な堆積麗ーそれは本邦の中生代新生代に普通の事であり東亜の非海

成中生界の規準となるものであるが一その化石層序學の取扱ひ解決には今後共よ b

以上の動物・植物・石炭・堆積作用等，各方面の研究と過去を知る鍵である現在，或は新

しい地質時代のそれらの闊係の究明を進めて行かなければならない。3
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